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大学院における日本語教師養成の課題

─ネイティブ・ノンネイティブによる教師役割観の違い─

加納千恵子

１．はじめに

全国日本語教師養成協議会（2009）によれば，日本語学校などで考え

られている「日本語教師の実践力」には，大きく分けて２つある。１つ

は授業を行うための力，スキルであり，日本語教師検定などで測定でき

る能力であるとされる。それは，日本語教師としての専門的能力のほか

に，指導能力，学習者への対応能力，フィードバック能力，パーフォー

マンス能力，自己育成能力，さらに授業の条件や学習者などの状況に合

わせて必要な能力を総合的に活用できる力と，必要な能力を瞬時に活用

できる臨機応変な対応力から構成されているとされる。もう１つは，ス

キルとしては捉えにくい力，授業の成立などを支える力で，いわば人間

力とでも呼べるものであり，教師検定などでは測定できない力であると

される。しかし，いずれにしても，ここに見られる日本語教師の役割は，

「授業を行うこと」，「学習者を指導すること」であり，従来の伝統的な教

師主導型の教師観に基づいていると思われる。

それに対して，ポスト・オーディオリンガルの語学教育として登場し

たコミュニカティブアプローチや，正統的周辺参加理論などの立場では，

教育は教師から学習者への一方向の教授作業ではなく，接触場面におけ

るインターアクションによる学習者の自律的学習であるとし，日本語母

語話者（教師）にとっても，日本語非母語話者（学習者）にとっても，

「母語話者による母語場面で使われる日本語」とは明らかに異なる「共生

日本語」を共に構築していく活動であると捉えている（岡崎 2005）。こ



のような新しい教育観に立った場合，どのような教師養成が必要となる

のであろうか。

才田（2007）は，東北大学文学部における日本語教育実習の目的とし

て，「授業技術を身につけるよりはむしろ，漓異文化接触の場である日本

語授業を体験することによって日本語教育とはどういうものであるかを

実感し，視野を拡大すること，滷授業運営グループの一員として各自の

置かれた場を意識しながら，自ら考えて課題を遂行し，問題点の把握・

分析とその改善を行うというサイクルを通して，洞察力・思考力・行動

力を養うこと，に置いている」と述べている。学部生を対象とした場合

には，教師教育というより，教育現場の体験を通して，人間としての資

質を高めることに重点が置かれ，教育観や教師観はそれほど明確にされ

てはいないようである。

一方，堀（2007）は，大学院における教育実習の現状について，「こ

れまで多くの大学院レベルの教師養成機関が報告書を出しているが，多

くの機関に留学生がいるにも拘らず，日本語母語話者と同じ視点からの

実習報告がほとんど」であることを指摘し，日本語母語話者（以下，NS

とする）の実習生と，非母語話者（以下，NNSとする）の実習生の意識

調査を行って，両者が共存する教育実習のあり方を探っている。また，

カイザー（1995）は，異文化間教育の現場としての日本語授業における

NNS日本語教師の役割について，日本国内の場合と海外の場合とに分け

て論じている。

本学の大学院人文社会科学研究科の日本語教師養成プログラム（国際

地域研究専攻）においても，NNS学生の数が常に NS学生を上回ってい

るのが現状であり，両者にどのような違いがあり，共通点があるのか，

日本語教育に対するどのような見方，教師観を持っているのかなどを探

ることにより，それぞれの教育目標を定める必要があるのではないかと

思われる。

本稿では，筆者が国際地域研究専攻（博士課程前期）日本語教育研究
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コースの学生たちに「日本語教育特講蠡」の授業の中で行った，日本語

教育観および日本語教師の役割観に関する調査の結果を題材に，大学院

における日本語教師養成の課題について考えてみたい。このことは，今

後，国際日本研究専攻（博士課程後期）の日本研究基盤領域においても，

そこで行われる高度職業人としての日本語教師養成において役立つので

はないかと思われる。

２．調査の概要

本稿で取り上げるデータは，2008年度と2009年度に筆者が国際地域研

究専攻日本語教育研究コースの「日本語教育特講蠡」の授業中に学生た

ちに行ったアンケート形式の２つの調査である。

調査１は，日本語教育における教授観，教師の果たすべき役割に対す

る考え方をみようとするものであり，１から18までの項目について，「5>

強く同意する，4>同意する，3>同意も反対もしない，2>反対する，1>強

く反対する」という５段階評定を授業時間内の10分程度を使って行った

ものである。調査１の被調査者となった学生の内訳は，2008年度の NS

学生４名と NNS 学生４名，2009年度の NS 学生６名と NNS 学生12名，

計26名(1)であった。そして次の週の授業で，その結果データを学生に自

分たちの持っている教師の役割観について考えるための題材として提供

し，ディスカッションを行った。

調査２は，調査１の２週間後に行ったもので，「ネイティブ教師のいい

ところと，ノンネイティブ教師のいいところを挙げてください。」という

自由記述式のアンケート調査である。こちらは授業時間内の15分程度を

使って行い，直後に学生たち自身に皆から出された意見を集計させ，発

表させた。調査２の被調査者は，2008年度の「日本語教育特講蠡」の受

講者10名（NS５名，NNS５名）と，2009年度の受講者18名（NS６名，

NNS12名）の計28名であった。
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調査１に用いた質問項目は以下の通りである(2)。

次の３節で，調査１の結果をまとめ，日本語ネイティブの学生（NS）

10名と，ノンネイティブの学生（NNS）16名の間に，考え方や意識の違

いが見られたかどうかを分析する。また，ノンネイティブの学生（NNS）

の中でも比較的人数の多い中国・台湾の学生7名と，その他の NNS学生

９名（内訳：ウズベキスタン２名，タイ２名，モンゴル２名，ポーラン

ド１名，インドネシア１名，韓国１名）との間に違いが見られたかどう

かについても検討する。
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さらに，４節で調査２の結果についてまとめ，最後に５節で，大学院

における日本語教師養成，および日本語教育研究で課題となる事柄につ

いて学生たちの日本語教育観，教師役割観などを踏まえて考察する。

３．日本語教授観および教師の役割観の調査結果と考察

調査１の日本語教育における教授観，教師の役割観を探るための各質

問項目に対する５段階評定の結果の平均値をまとめたものが表１である。

『国際日本研究』第２号　加納千恵子

表１．大学院学生の「日本語教育観／教師役割観」



26名の院生全体の平均評定結果を見ると，高く評価されている７項目

は，評価が高い順に，以下のようになっている。

３>学習者の意欲を持続させることがことばの学習を成功させる（4.46)

５>外国語を教える時，その外国語が話されている国の文化も教えるこ

とが必要だ（4.42)

９>学習している外国語を話す人たちと練習する機会をつくらなければ

ならない（4.4)

６>外国語を学ぶことで自国の文化をふり返ることができる（4.38)

13>外国語教師にはユーモアが必要である（4.15)

10>教師は学習内容に学習者が興味を持っている内容を取り入れなけ

ればならない（4.1)

16>外国語学習は楽しくなくてはならない（4.06)

これらは，言葉の持つ文化的要素を重視し，学習者が学習そのものを

楽しんだり満足感を持ったりすることが自律的学習を促進すると考える，

どちらかと言えば新しい教授観・教師の役割観を支持する傾向を示すと

言えよう。

反対に，比較的評価が低いものとしては，「12>教科書に書いてあるこ

とは全て教えなければならない（2.56)」，「8>外国語学習の中で一番大切

なのは文法の学習だ（2.87)」があり，旧来の，教科書を絶対視するよう

な文法中心の教育観はあまり支持されていないことがわかる。

次に，表１で NS 学生10人の評価と NNS 学生16人の評価の平均を比

べてみると，全体的には NNS学生の評定平均の方が高いことがわかる。

その中で，逆に NS 学生の評価の方が高いものは，「3>学習者の意欲を

持続させること」「5>その国の文化も教えること」「6>外国語を学ぶこと

で自国の文化をふり返る」と「10>学習者が興味を持っている内容を取

り入れる」であった。

調査１の質問項目のうち，1，2，4，7，8，11，12，15，18は，語学

教育においては言葉のしくみや正確さ，多くの知識を与えることが大切
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だと考える傾向を示しており，「教育とは知識を与えることである」とい

う伝統的な考え方に基づいていると言える。それに対して，3，5，6，9，

10，13，14，16，17は，言葉の持つ文化的要素を重視し，学習そのもの

を楽しんだり満足感を持ったりすることが学習者の自律的学習にとって

大切だと考える傾向，比較的新しい考え方に基づいていると思われる。

これらの２つの傾向に分けて，今回の調査１の結果を評価の高い順にま

とめると，表２のようになる。
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表２．新旧２つの傾向からみた調査１の結果



表２から，全体的には，「教育＝知識を与えること」と考えるような伝

統的な考え方の傾向は弱く，語学学習を異文化接触の活動と捉え，学習

のプロセスを楽しんだり，学生による自律的学習の促進を重視したりす

る新しい傾向が強まっていることが見てとれる。

しかし，NNSの中には，伝統的な傾向についても，「11>教科書や教材

は外国語の授業に必要だ」や「18>外国語学習では，たくさん読ませた

り書かせたりすることが必要だ」の評価が高かった。日本にあって，教

室外にも日本語を使用する機会が溢れているような言語環境にいる NS

学生とは異なり，NNS学生にとっては，自国の日本語学習環境を考えた

とき，自然とそのような伝統的な傾向も支持されているのだと思われる。

文法説明や正確さ，誤りの訂正などに対する評価が NS と比べて高いの

もうなづけよう。あるいは，NNS学生の場合は，自分自身が受けて来た

語学教育における教授観や教師像の影響も否定できないと思われる。同

時に，新しい傾向は，NNS 学生の評価が全項目で4以上となっているこ

とから，かなり支持されていることがわかる。

NS 学生では，3，5，6，10で NNS 学生の評定を上回る平均値が出て

いる。一方で，「ユーモア」「楽しく」「達成感の確認」「励まし」につい

ては，NNS 学生の方が NS 学生より評価が高いのが特徴的である。NS

学生の中には，学習というのは真面目に厳しく行うものという先入観が

あるのかもしれない。

ここで，表３を見てみよう。

表３は，NNS学生の中でも，日本と比較的語学教育観や教師の役割観

が近いと思われる中国および台湾の学生７名の傾向をみるために，NS

学生，中国人学生，その他の NNS 学生という３グループに分け，調査

１の結果を中国人学生の評定の高い順にまとめたものである。

表３をみると，伝統的な教育観，教師役割観の中では，「18.たくさん

読ませたり書かせたりする」や「11>教科書や教材」に対する中国人

NNS 学生の評価が高いが，NS 学生および他の NNS 学生と比較して中
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国人 NNS 学生が最も高く評価していたものが「4>文法説明」であるこ

とが興味深い。その他の項目については，むしろ中国以外の NNS 学生

の方が高い評価を行っていた。

新しい教育観，教師役割観についての中国人 NNS学生の評価は，「16>

楽しく」以外はすべて４以上であり，かなり高いと言える。特に，「5.そ

の国の文化も教える」「9>その国の人と練習する機会」「10>学習者の興

味のある内容」「13>ユーモア」「17>達成感の確認」については，NS 学

生よりも評価が高く，今回の調査対象グループの中で最も高い評価をし

『国際日本研究』第２号　加納千恵子

表３．調査１の中国人学生の評価順結果



ていることがわかった。

それに対して，「3>学習者の意欲を持続させること」と「6>外国語を

学ぶことで自国の文化をふり返ることができる」については，NS 学生

が最も高い評価をしていた。また，「16>外国語学習は楽しくなくてはな

らない」は，中国以外の NNS 学生に最も高く評価されていることがわ

かった。「14>励ますことの必要性」は，中国人学生とその他の NNS 学

生によって同程度に高く評価されている。

４．ネイティブ教師，ノンネイティブ教師の役割観調査

同じ授業の大学院生を対象に，調査２として「日本語教育において，

ネイティブ教師のよいところと，ノンネイティブ教師のよいところを挙

げてください。」という自由記述の課題を与えた。学生たちが書いたネイ

ティブ教師のよいところと，ノンネイティブ教師のよいところを，大き

く(1)日本語の知識・能力，(2)教え方，指導法，(3)日本語の使用，(4)

社会文化的な側面，という４つの観点から分類し，表にまとめたものが，

表４，表５，表６，表７である。文末の数字は，同じような内容の記述

があった数を表している。

まず表４は，教師が持っている知識・能力について記述されたもので，

漓音声面，滷文法面，澆文字表記，潺その他の４つに下位分類した。ネ

イティブ教師の長所として最も多くの記述が見られたのは，漓音声面で，

「発音が正確／正しい発音やアクセントができる」というもので，「自然

な発音ができる／わかる」と合わせると18名に及ぶ。特に NNS 学生か

らの指摘が多く，NNS学生の発音に対するコンプレックスを表している

とも考えられる。その一方で，NNS学生からは「日本語の発音の難しい

点がわかる」「自分が発音できれば，学習者にも説明できる」といった，

NNS教師の学習者としての経験を生かせるという長所についての言及も

見られた。
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文法面については，調査１の教師役割観のところで文法を教えること，

文法学習の重要性がそれほど評価されていなかったことによるものか，

発音の場合ほど意見が集中することはなかった。正確な文法を教えるこ

とよりも，母語との違いを意識させたり，学習者にとって難しいところ

『国際日本研究』第２号　加納千恵子

表４．調査２：ネイティブ・ノンネイティブ教師のいいところ(1)(28名)



が説明できるなどの点で，ノンネイティブ教師への期待が多く寄せられ

ていた。

表５は，日本語の教え方，指導法に関すると思われる記述をまとめた

ものである。

ここでは，NS 学生からも，NNS 学生からも，「母語を媒介として直

接に指導できる（17名）」，「自分の学習経験を生かした教え方ができる

（12名）」，「自分の学習経験から学習者の心理が理解できる（10名）」な

どの指摘が数多く寄せられた。従来の日本語教師養成プログラムや日本

語教育研究で直接法，オーディオリンガル法，コミュニカティブ・アプ

ローチなどといった教授法が取り上げられる場合，その多くはネイティ

ブ教師のみを想定していると思われるが，NNS学生にとっては，自分の

学習経験を生かした教え方，指導法に価値を見出し，模索したいという

希望があるのではないだろうか。ここに新たな教授法研究の余地がある
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のではないかと思われる。

表６は，日本語の使用に関する記述をまとめたものである。ネイティ

ブ教師の長所としては，日本語の漓自然さ，言語的直感，および澆使用

の機会を提供できることに多くの記述が見られた。一方，ノンネイティ

『国際日本研究』第２号　加納千恵子

表６．調査２：ネイティブ・ノンネイティブ教師のいいところ(3)(28名)



ブ教師には，滷学習者の困難点への気づき，潺共通語，共生語としての

日本語の使用という観点からの記述が見られた。またその他として，「ネ

イティブよりその言語が本当に好きであるはず」というコメントがあり，

語学学習における情意的な側面の効果を考える上で興味深かった。

表７は，社会文化的な側面についての記述をまとめたものである。

ネイティブ教師の長所としては，「日本の社会，文化などに詳しいこ

と」，ノンネイティブ教師の長所としては，「２つの文化を客観的に比

較／異文化理解を促すこと」とまとめることができるのではないだろう

か。このような社会文化的な側面について，どのようなことを取り上げ，
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どのように言語学習に生かしていくのかがどちらの立場からも教師養成

において今後重要な課題となると思われる。

５．まとめと今後の課題

大学院の授業の中で行った，日本語教育観および教師役割観に関する

調査の結果を題材に，ネイティブ（NS）の学生とノンネイティブ（NNS）

の学生の間にどのような意識の違いがあるのかについて考察してきた。

また，将来彼らが日本語教師となることを考え，日本語教育におけるネ

イティブ教師，ノンネイティブ教師の役割について考えさせる課題を与

え，その調査結果について概観した。大学院における日本語教師養成に

おいて，もはや日本人ネイティブの教師だけを考える時代ではないにも

かかわらず，現在まで，積極的に両者の違いを念頭においた教師養成や

教授法研究を行った例は多くないと思われる。今回の調査では，まだ調

査対象の人数が少ないため，統計的処理などは行わず，大まかな傾向を

みるに留まったが，以下の点が課題となろう。

（1）日本語教育現場における，ネイティブ教師とノンネイティブ教師

の役割観について，さらに授業のスタイルやコミュニケーションの

方法，目標言語以外の言語による説明の是非など，追求すべき質問

項目を増やして調査を行い，考察を深める。

（2）當作（2003）などを参考に，世界の日本語教育現場において教師

に求められている役割をさらに探り，そのような教師を提供できる

ような教師養成のあり方を考える。

（3）ノンネイティブ教師について，自分の学習経験を積極的に教え方

や指導法に生かせる方法を模索し，大学院での教師養成課程に取り

入れる方法を提案する。

これらのことは，今後，国際日本研究専攻（博士課程後期）の日本研

究基盤領域において，そこで行われる高度職業人としての日本語教師養
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成において提供されるべき知識や知見，教育目標などを精査する上で重

要な問題提起となるのではないだろうか。

注

(１) 実際には，2008年度の国際地域研究専攻日本語教育研究コースの

「日本語教育特講蠡」の受講者は，NS ５名，NNS ５名の計10名であ

った。しかし，そのうち２名はこの調査１の実施時にクラスを欠席し

ていたため，調査１のデータは８名分となっている。

(２) これらの質問項目は，国際交流基金（2006）『日本語教授法シリー

ズ１　日本語教師の役割／コースデザイン』ひつじ書房の p. 17 にあ

る「教授観アンケート」による。
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Issues in Japanese Language Teachers’ Training

at the Graduate Level: Differences in View Between Native

and Non-native Students Concerning the Teacher’s Role

KANO Chieko

From the new viewpoint of post audio-lingual language pedagogy, education

is defined by a focus on learner autonomy through interaction at the actual

contact  scene rather than by teacher-centered pedagogy.  We are conducting a

Japanese language teachers’ training course at the graduate level of the

university from this new point of view. The participants in this training course

include not only Japanese native students but also many non-native foreign

students as well. The author investigated the views of these students

concerning the role of the teacher in Japanese language education, and

considered what should be done in order to provide effective teachers’ training

at the graduate level.
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